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Law&Practice が第 4 号を迎えることができた。法科大学院生の自主的な編集

委員会による紙媒体の本格的な雑誌として，他大学の先生方も含む研究者，実

務家，院生より論考をいただき，社会の動きを反映した判例理論やその動因の

分析，重要な理論問題や法の考え方への問題提起に挑戦した。 

 本誌のような媒体の編集作業と法科大学院での基本的な学修の共通点の一つ

は，社会の変動のなかで現在及び近い将来に生起し法律問題となってくるのは

何か，その問題に取り組んでいる当事者や研究者は誰かについて，法律の体系

的理解のうえに諸問題を位置づけられるように，日常的に関心をもち目配りを

することである。米国の法科大学院の院生編集雑誌（ローレビュー）には多くの

投稿が寄せられるのに対し，日本では通常の法律雑誌も含め編集者からの依頼

原稿が多いという相違はあるものの，多くのテーマと論者のなかから選ぶとい

う作業は同質である。基本書をきちんと読んでその体系ないし骨格を理解する

とともに，新聞・雑誌等にも目配りして社会や学会の動向に関心をもつ必要が

ある。 

 編集作業の重要な一環として，文書の校正作業がある。自分で文章を書くた

めには，問題を絞り込んで考察を深める作業とともに，あるいはそれと並行し

て，構成を考え表現を工夫する作業が必要だが，その技量を高めるために，他

人が書いた文章の弱点と長所を検討することが有益である。特に，先輩実務家

や研究者の校正作業に関与することは，書面構成や文章表現，説得法を，反面

教師的な部分も含め舞台裏を学べる得難い機会である。自分が見たり疑問に思

ったりした同じ事象や問題について，法律家がどう書面化するかを間近で見る
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わけである。米国の院生編集委員会は，引用の正確性や文法上の指摘だけでな

く，内容や構成にまでコメントを付けて何度も執筆者とやりとりをするのに対

し，日本ではそのような習慣はないが，院生にとっては同質の機会となる。こ

のような作業を深くきちんとできるのは，多くの院生にとって１テーマについ

てだけであろうが，それは多くの分野やテーマに応用が利く。リーガルクリニ

ックなどの臨床法学教育に共通する効用である。 

編集委員会に必要なもう一つの技能として，執筆者や印刷所，編集委員等と

の連絡や進行管理ないし督促作業がある。関係者の作業それぞれが，一定の時

間を要するとともに，かつ知的生産は単に時間があればできるというものでは

ないという要素をもつ。複数の論考について何段階かの作業過程を経て一冊の

本にまとめていく進行管理の過程は，複数の法律分野について多段階の学習を

重ねて一つの実務資格に結実させていく自己管理の過程と似ている。ただし，

研究者の仕事は真理の発見や新理論の提起であり，弁護士の作業は事実の解明

と提示が中心となるのに比較して，資格試験は限定された法律と事実関係を前

提としたうえでの解釈適用力をみるものであり，資格試験合格が弁護士や研究

者としての成功を約束するわけではないし，逆に院生時代に１テーマだけを深

めてもそのほかの学修を後回しにする言い訳にはならないことに留意する必要

がある。 

 Law&Practice に関与した元院生は，既に多数法律実務家となり，編集委員会

で得たスキルとスピリットを活かし，当事者の願いに応え新しい課題に取り組

んでいる。あとに続く挑戦者に大いに期待するところである。末筆ながら，執

筆者，印刷製本を担当された成文堂，物心両面の支援を続けていただいている

関係者・先輩の皆様方に深く敬意を表する。 
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